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都城市総合政策部デジタル統括課 副課長 

デジタル庁窓口 BPR アドバイザー・JDXアンバサダー 

 

活動拠点 宮崎県都城市 

略歴 

2003年 都城市役所入庁（保険年金課・財政課・納税課等を歴任） 

2007年 総務省自治財政局地域企業経営企画室（出向） 

2014年 総合政策部 デジタル化推進担当 

2021年 総合政策部デジタル統括課 DX・スマートシティ担当 

2023年 デジタル庁 窓口 BPRアドバイザー就任。 

2025年 JDXアンバサダー就任。 

こんなことを 

支援できます 

①BPR・窓口 DX 

・BPRを前提とした書かないワンストップ窓口の構築支援。 

・フロントヤード改革・オンライン申請（2,000手続以上）の推進支援。 

・BPR研修。（ワークショップ等も実施可能） 

②生成 AI・DX推進 

・職員向け生成 AI研修・ワークショップの実施。 

・DX機運醸成・体制整備・事業化プロセスの支援（失敗例含む実践的アドバイス）。 

・課題抽出から課題解決支援（アナログ BPR及びデジタル活用による課題解決） 

・プロジェクトマネジメント支援 

・人材育成研修、管理職向け意識醸成研修 

③デジタル活用支援・スマートシティ 

・デジタル活用支援・メディアリテラシー向上の推進支援。 

・防災 DX・スマートキー・キャッシュレス・救急搬送デジタル化等の幅広い支援。 

・DX人材育成・計画策定支援（わかりやすく管理しやすい計画策定）。 

自治体向け 

メッセージ 

令和７年度は本制度で 20以上の自治体を支援。日本 DX大賞３連覇、殿堂入り。デジ

タル化推進に向け、何をすれば良いかわからない・庁内合意が得られないなどの悩み

を抱える自治体に対して、5年間で約 200の新規事業を立ち上げたエッセンスを失敗

例も含めてお伝えします。業務を知っている自治体職員目線で、予算がない等の自治

体課題も踏まえて、中小自治体であっても、職員が誰でも取り組める実践的なアドバ

イスを行います。 

 
＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 
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＜地域情報化に関する実績＞ 
日本 DX大賞３連覇、殿堂入り。デジタル庁窓口 BPRアドバイザー。JDXアンバサダー。令和 3年度から 5年

間で約 200の新規 DX事業立案。アドバイザー支援先自治体「自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト

採択」。地域向け・自治体向け講演・研修実績も多数。 


